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1，人収容でiを

結婚式場も話室普

市
は
二
十
一
日
、
臨
時
市
議
会
を
開
き
、
市
民
会
館
を
一
億
九
千
二

百
万
円
で
建
設
す
る
こ
と
を
き
め
、
本
年
度
一
億
五
百
二
十
一
万
円
程

補
正
し
た
の
で
、
来
月
に
も
着
工
、
来
年
の
十
一
月
こ
ろ
完
成
の
見
と

お
し
と
な
り
ま
し
た
。

町〆品唾議題酒軍酔中一一一一一一

に
迷
惑

け

四
月
4
日

ら
人
権
週
間

き
る
お
立
闘
志
の
人
権
侵
害
が
多
く

発
生
し
て
い
る
こ
と
は
残
念
な
こ
と

で
す
。た

と
え
ば
、
私
的
制
裁
な
ど
の
暴

力
行
為
の
事
例
が
依
然
あ
と
を
絶
た

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
土
揚
か
ら
出

さ
れ
る
有
毒
ガ
ス
や
騒
音
な
ど
に
よ

も
、
大
き
な
人
離
問
題
で
あ
る
と
い

4

ザんます。
こ
の
よ
う
な
人
権
侵
害
を
な
く
す

た
め
に
は
、
わ
た
し
た
ち
国
民
が
お

互
の
生
命
、
身
体
を
尊
重
す
る
こ
と

つ
ま
り
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、
他

へ
に
迷
磁
を
か
け
て
は
い
け
な
い
と

ば

こ

は

市

内

で

買
い
ま
し
ょ
う

市
農
業
委
員
会

(
四
国
鉄
道
局
)
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の
記
憶
で
は
、
ぐ
酢
水
に
つ
け
、
そ
の
あ
と
十
刊
で
水
気
一

メ
ー
ト
ル
ば
か
り
高
い
所
に
あ
り
、
一
を
と
っ
て
お
ろ
す
と
変
色
し
に
ぐ
い
も
一

前
に
は
石
庭
が
あ
っ
て
立
派
な
替
え
一
の
で
す
。
お
ろ
し
金
で
お
ろ
す
よ
り
、
一

で
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
が
ぶ
「
で
は
一
す
り
ば
ち
の
内
側
で
、
お
ろ
す
ほ
う
が
一
日
国
審
議
内

H

当
時
の
面
影
を
し
の
ぶ
岩
橋
は
伺
も
一
よ
い
。
一
日
本
古
典
ユ
ー
モ
ア
(
野
間
光
日
比
〉

見
当
り
ま
せ
ん
。
一
や
つ
が
し
ら
は
う
ま
煮
が
お
い
し
い
一
臼
志
の
ζ

こ

ろ

(

岡

潔

〕

写
真
に
見
ら
れ
る
忠
告
こ
の
建
一
あ
ま
り
し
よ
う
ゆ
を
使
わ
ず
に
堤
砂
一
散
事
(
高
橋
和
己
〉

物
は
、
番
所
一
柄
、
酒
な
フ
ま
〈
使
っ
て
白
く
江
上
げ
一
海
を
見
て
い
た
ジ
ョ
ニ
j
(五
木
)

一

に

使

う

廃

止

後

平

地

一

る

の

が

よ

い

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

天

上

天

下

(

里

美

)

村
旧
庄
屋
野
一
白
菜
は
つ
け
も
の
が
最
高
。
な
ぺ
物
一
日
は
花
さ
か
り
(
石
坂
洋
次
郎
)

日
家
の
建
物
を
移
お
し
た
も
の
と
一
一
一
同
一
の
つ
け
合
わ
せ
に
た
っ
ぷ
り
使
っ
て
も
一
あ
〉
特
別
玖
撃
隊
(
北
川
衛
〉

ね
れ
、
戸
長
(
こ
ち
ょ
う
)
役
場
と
一
お
い
し
い
。
生
の
ま
ま
、
キ
ャ
ペ

Y
代
一
小
泉
信
三
全
集
第
刊
の
日
巻

レ
て
使
用
さ
れ
た
と
と
も
あ
る
建
物
一
わ
り
に
サ
ラ
ダ
に
し
て
も
、
や
わ
ら
か
一
日
本
詩
人
全
集
第
4

併

μ
巻

で

す

一

。

一

く

、

あ

ま

く

て

た

い

へ

ん

お

い

し

い

も

一

夏

の

恋

(

泉

尚

子

)

番

所

の

存

伐

は

、

、

時

勢

の

変

遷

一

の

で

す

。

一

青

春

は

疑

事

フ

(

山

中

恒

)

一

を
雄
弁
に
物
語
る
意
議
あ
る
も
の
と
一
果
実
は
、
リ
ン
ゴ
、
ミ
カ
ン
、
平
し
一
女
子
高
校
生
の
口
共
同
(
森
川
一
一
庁
〉

二

一

円

え

ま

し

ょ

う

。

一

が

き

o
yン
コ
は
な
か
に
へ
豆
品
れ
て
い
一
ガ
ラ
ス
の
波
(
高
橋
玄
洋
〉

1
1
1
1
1
1
l

一
る
カ
リ
ウ
ム
、
ペ
ク
チ
ン
、
せ
ん
い
が
一
恋
と
冒
険
と
エ
ス
キ
モ
ー
(
鈴
木
〉

ら
わ
れ
ま
す
。
一
一
、
場
所
変
綬
県
庁
本
館
一
階
↑
畳
替
え
な
ど
、
司
日
早
自
に
す
ま
せ
た
一
排
尿
作
用
や
盤
腸
作
用
な
ど
を
も
っ
て
一
世
界
の
詩
集
2
ボ
ー
ド
レ
l
ル
詩
集

次
に
い
く
つ
か
の
一
二
、
相
談
要
領
毎
日
(
日
曜
、
祝
日
一
い
も
の
で
す
。
と
く
に
畳
屋
さ
ん
は
年
一
い
て
高
血
圧
や
美
容
に
よ
い
と
い
わ
れ
一
夕
日
世
界
恋
愛
重
重
一

ポ
イ
ン
ト
霊
げ
一
等
除
く
。
)
午
究
ヤ
午
後
四
時
一
末
が
い
ち
ば
ん
忙
し
い
き
で
す
し
、
一
て
い
ま
す
。
一
人
生
窓
生
き
て
い
る
乙
と
は

で
み
ま
し
ょ
う
。
一
(
持
田
正
日
明
ヤ
午
後
一
一
時
一
最
近
は
、
な
か
な
か
畳
屋
義
刊
少
一
み
か
ん
は
ビ
タ
ミ
ン
C
の
宝
庫
。
一
一
原
色
日
本
の
美
術
日
禅
寺
と
雇

①
窓
の
し
め
互

1
1
1
1
1
1
1
2
3
よ

ほ

ど

言

に

ー

一

日

二

個

で

お

と

な

百

の

必

要

豪

華

一

チ

別

巻

世

界

Z

M
E目
立
一
法
律
無
料
相
談
合
市
な
い
と
、
年
内
に
間
に
合
い
ま
せ
一
か
な
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

η

一
大
世
界
史

3
L
〈
植
村
清
一
一
)

ん
、
夜
間
は
家
一
お
た
が
い
の
人
権
奪
り
、
閉
る
い
っ
て
し
が
主
な
ら
ア
ン
ポ
ガ
キ
。
生
が
一
ば
ら
ー
そ
の
品
種
と
栽
培
i
(高
島

中
の
警
十
分
一
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
ο

一
冬
物
衣
類
は
も
っ
す
っ
か
り
整
っ
て
一
わ
き
の
か
さ
ど
セ
ロ
フ
ァ
ン
で
包
ん
で
一
船
の
旅
瀬
戸
内
海
(
徳
山
静
子
)

〔

野

球

〕

①

肱

北

(

南

)

②

肱

南

恥

点

検

し

ま

し

ょ

一

O
と

き

ロ

月

5
日
一
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
お
正
月
用
の
照
一
売
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
色
を
し
て
い
て
一
食
べ
ら
れ
る
霊
(
辺
見
金
二
郎
)

ヨ
フ
ト
〕
①
肱
北

(A)
②
八
重
一
一
塁
団
体
①
帝
京
A
害

京

B
l個
一
ぅ
。
案
外
、
勝
手
、
便
所
、
一
層
な
一
午
前

m
T午
後
3
時
五
も
あ
ま
り
押
し
つ
ま
っ
て
か
ら
準
一
食
べ
る
と
、
と
ろ
り
と
甘
い
百
ざ
わ
り
一
力
一
フ
l
歳
時
記
烏
(
需
要
)

51)①
上
須
戒
②
肱
南
一
人
①
小
田
富
子
橋
本
正
さ
え
ど
の
窓
の
し
め
忘
れ
が
多
い
ね
の
で
一

O
と
こ
ろ
南
久
米
連
絡
所
有
す
る
と
手
落
ち
ゃ
見
落
と
し
が
あ
っ
一
が
な
ん
と
も
い
え
ま
せ
ん
c

一
日
本
歴
史
故
事
物
語
(
和
歌
森
太
郎

〔
卓
球
〕
個
人
l
①
河
野
修
二
②
自
由
一
祐
一
白
日
空

l
地
高
志
南
一
す
。
疋
面
玄
関
が
い
ぐ
ら
厳
重
に
か
一

O
内

容

法

律

問

題

、

だ

と

在

て

い

ざ

と

い

う

と

き

、

あ

れ

が

な

い

一

一

人

告

書

l

(

倉
田
百
二
一
)

喜
久
l
団
体
l
①
大
洲
郵
便
局
突
一
久
米
笥
憶
北
1
聖

司

体

①

警

察

署

一

ぎ

が

か

か

っ

て

い

て

も

、

ど

こ

か

一

一

夫

婦

親

子

、

土

地

主

ご

れ

が

足

り

宅

急

ぐ

も

の

で

す

。

一

一

世

界

の

人

生

論

l

(

米
川
利
夫
)

E

Y

Z

ー
一
肌
個
人

E
T
Z忘

れ
が
あ
っ
て
は
日
に
一
明
迫
、
債
務
債
権
一
や
は
り

i
fてお
き

ま

し

ょ

一

一

警

の

歴

史

ロ

(

内

藤

君

〔

庭

球

」

望

容

器

高

e

一

③

高

昇

平

一

も

な

り

ま

せ

U
。

?

?

一

一

O
担

当

法

務

局

大

洲

支

局

入

一

ぅ

。

一

一

日

本

の

譲

1

(

信

者

)

喜

三

郎

②

前

谷

富

山

下

武

俊

一

〔

柔

道

〕

忠

商

庫

大

型

①

大

川

万

買

い

物

と

も

追

ぐ

ら

え

一

年

芸

員

一

む

か

し

の

人

士

、

士

一

百

を

「

す

す

一

一

日

本

を

考

え

る

(

森

芯

一

一

)

女
子
!
①
一
村
民
子
切
清
水
裕
子
②
一
南
l
高
校
同
体
一
引
大
一
品
定
時
釧
②
併
一
ず
お
正
月
用
品
の
売
場
で
、
買
い
物
一
|
司
一

¥

-

L

一

一

市

似

子

山

本

美

章

一

Z

7

c

に
む
ぞ
っ
さ
に
思
考
つ
乙
一

o
rニ

欠

宮

室

雫

団

一

は

ら

U
@
私

迎

え

の

日

」

と

決

め

て

、

一

一

国

民

の

文

学

羽

風

林

火

山

他

只
ト
ミ
ン
ト
ン
〕
男
子
ダ
ブ
ル
ス
一
〔
陸
上
)
中
学
①
城
戸
署
②
清
水
一
ん
だ
主
主
く
み
か
け
ま
す
。
ス
一
員
会

z
f

十

十

二

月

の

行

事

の

弓

と

考

え

て

い

ま

一

一

F

M

燃

え

よ

記

①
亀
山
阿
国
手
川
原
班
良
市
京
沼
純
一
龍
太
郎
l
高
校
①
神
谷
②
須
山
一
一
リ
一
が
い
ち
ば
ん
ね
ら
い
や
す
い
獲
物
一

Jf
言

τた
。

一

般

の

家

庭

で

は

松

飾

り

の

十

一

一

朋

日

は

縦

一

世

~

(

章

門

冬

二

)

一
匂
浅
木
純
一

1
シ
ン
グ
ル
ス
l
ぬ
一
一
〔
サ
ッ
カ
ー
〕
①
新
行
グ
J

②
大
高
A

一
で
す
。
ま
た
買
い
物
を
す
ま
せ
た
町
一
本
年
度
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
倹
診
を
受
一
一
一
一
日
は
心
一
し
日
で
す
き
ま
す
が
、
大
掃
除
一
一
替
の
神
々
(
石
原
慎
太
郎
)

水
市
純
一
②
亀
岡
国
泰
一
〔
弓
道
〕
一
般
①
宇
都
宮
嘉
明
②
加
一
り
道
「
つ
り
銭
を
ま
ち
が
え
ま
し
た
一
け
て
い
な
い
者
。
た
だ
し
、
こ
と
し
一
な
ど
は
、
そ
の
こ
ろ
に
す
ま
せ
た
ほ
と
一
カ
ク
テ
ル
。
パ
テ
イ
(
大
山
並
俗

〔
剣
道
〕
小
学
同
体
l
①
大
訳
書
一
一
勝
争
l
高
校
男
子
①
松
野
茂
実
て
な
ど
と
百
三
よ
そ
お
っ
た
「
っ
一

B
C
G摂
号

し

た

芝

除

き

ま

す

す

よ

い

で

し

ょ

う

。

一

一

見

用

百

昔

県

立

一

調

。

手

さ

告
知
山
出
品
一
詳

Ti--品一一戸
L
H
H
U十

日
日
九
日
一
一
百
九
日
比
U

一
一
川
河
川
町
?
っ

ぃ

一

ど

を

使

っ

た

「

ひ

っ

た

く

り

」

喜

一

各

地

反

に

出

向

い

て

ま

い

り

ま

す

一

索

、

の

く

〉

さ

を

こ

ら

し

、

黒

い

者

一

一

日

交

通

と

通

信

一
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
川
る
い
道
一
日
程
は
回
覧
の
と
お
り

h

一

日

高

え

る

準

備

九

ど

い

た

し

ま

し

ょ

う

一

一

凶

日

本

の

陪
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れ
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た
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に
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一

め

ざ

し

、

乏

し

い

悶

政

に

も

か

か

わ

ら

一

一

激

増

す

る

毒

事

故

著

者

に

た

い

一

《

4d¥

一

実

一

福

沢

諭

吉

名

一

重

(

富

田

元

一

一

ず

、

水

泳

学

校

や

寒

中

水

泳

大

言

明

…

歳

末

の

防

犯

一

ず

る

救

済

対

策

の

一

つ

と

し

て

、

こ

の

一

点

一

十

二

月

で

お

い

し

い

の

は

ど

ろ

ろ

一

働

ノ

¥

ほ

の

育

児

と

重

警

高

野

一

一

五

日

川

町

白

河

訪

日

日

引

一

心

得

一

日

日

時

間

日

間

山

引

所

が

次

の

一

口

十

ニ

月

の

家

事

一

い

も

や

つ

が

し

手

白

菜

。

と

ろ

ろ

一

自

分

自

身

の

人

生

(

古

谷

理

一
体
育
の
振
興
に
尽
さ
れ
た
功
績
が
認
め
一
十
二
月
は
一
年
中
で
犯
罪
が
い
ち
ば
一
交
通
一
一
事
故
を
受
け
ら
れ
た
万
の
今
後
一
「
大
雪
が
過
ぎ
る
と
急
に
冬
ら
し
い
一
い
も
は
ア
ク
が
強
い
の
で
、
お
ろ
し
た
一
日
本
地
名
大
事
m
(
3
近
議

一
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
に
な
っ
た
も
の
で
一
ん
多
い
月
で
す
一
。
歳
未
の
忙
し
さ
に
つ
一
の
生
活
や
補
償
な
ど
に
つ
い
て
相
談
が
一
寒
さ
が
や
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
障
子
一
あ
と
色
が
変
わ
り
一
や
す
い
も
の
で
す
。
一
教
育
の
森

9

(

村
松
宮
)

↑す
c

一
け
こ
ん
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
す

J

き
を
ね
一
受
け
〆
り
れ
ま
す

G

一
の
張
り
替
え
、
ふ
す
ま
の
つ
く
ろ
い
、
一
皮
を
少
々
厚
目
に
む
き
、
む
い
だ
ら
す
一
四
国
開
発
の
先
日
比
古
と
そ
の
偉
業
5

ホ
i
i

1 '1 

こ
と
し
も
秩
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
二
十
六
日
か
ら
一
週
間
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
今
聞
は
と
く
に
①
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ペ
の
適
正
な
室
、
売
と
確
認
密
室
前
の
火
の
元
点
患
た
ば
乙
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ
の

防
止
④
初
期
消
火
に
そ
な
え
て
、
水
パ
ケ

y
e
消
火
器
の
設
置
ー
な
ど
を
重
点
に
、
火
災
に
た
い
ナ
る
認
識
を

高
め
る
よ
う
市
民
に
昨
び
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

月4 

大
洲
市
で
は
一
こ
と
し
に
は
い
っ
て
一
慣
づ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

す
で
に
二
十
六
件
の
火
災
が
発
注
し
、
一
①
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
(
容
に
同
)

そ
の
ほ
か
に
火
災
に
ま
で
は
な
ら
な
か
一
の
適
正
な
酉
き
揚
所
と
害
芳
の
阿

っ
た
も
の
十
件
と
、
社
会
生
活
の
近
代
一
検
討
と
確
認

化
が
す
す
む
に
つ
れ
て
火
災
は
年
々
楢
一
ア
、
充
て
ん
容
器
〈
内
容
積
が
二

r

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
以
上
の
も
の
)
と
調
態
宿
(
以
下

こ
れ
ら
の
火
災
ば
、
台
風
や
平
害
の
一
「
容
持
等
」
と
い
い
ま
す
)
は
屋

よ
う
な
茨
災
と
異
な
り
、
人
喝
の
不
注
一
外
に
お
ノ
¥
こ
と
。

意
に
よ
る
も
の
が
九
五
%
以
上
を
占
め
一
ィ
、
容
器
を
置
く
一
位
置
か
ら
二
J
λ
l

ι

て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
わ
た
し
た
一
ぃ
ル
以
内
に
火
気
が
あ
る
場
合
は

一
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
が
け
に
よ
っ
て
一
そ
れ
を
さ
え
ぎ
る
処
置
を
す
る
こ

一
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
防
げ
る
と
い
え
ま
す
一
と
ο

と
こ
ろ
で
火
が
こ
い
し
く
な
る
季
節
一
ゥ
、
容
器
等
は
直
射
日
光
を
さ
け
、

ー
を
辺
へ
こ
と
仁
必
問
中
に
は
次
の
こ
一
常
に
温
度
合
1
6四
十
度
以
下
に
保

と
が
ら
に
注
意
、
ま
た
は
実
施
し
、
習
一
つ
こ
と
。
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所
存
地
平
野
町
平
地
一
番
地

所

有

者

関

雅

夫

氏

(
昭
和
引
年
?
月
初
目
指
定
)

物 平
地
村
田

庄
屋
を
移

築
し
た
建

常

主 主吾

員量塑雪
米二百火'--

哩一所相
ゴーハ霊長
.1 '.J Iま

大
洲
市
;ス

ボ

第
五
回
大
洲
市
ス
ポ
ー
ツ
-
祭
は
、
教

陪
れ
の
十
月
二
十
九
日
を
中
心
に
、
野

山
川
、
庭
球
、
卓
球
、

Y
フ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
剣

道
、
柔
道
、
少
ツ
カ
!
、
陸
上
、
舞
踊

つ
り
道
、
サ
イ
ク
一
リ
JYグ
な
ど
が
十
会
場

で
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し

た。
こ
の
目
、
南
中
学
グ
一
ブ
ン
ド
に
集
ま

っ
た
千
二
百
人
は
、
八
時
半
か
ら
の
開

会
式
の
あ
と
、
準
備
さ
れ
た
会
場
に
散

っ
て
競
技
に
は
い
り
、
終
日
熱
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。
こ
と
に
一
部
の
積
巨
を

除
い
て
は
年
々
参
加
者
が
ふ
え
、
一
段

と
熱
が
こ
も
っ
て
き
た
こ
と
は
、
た
い

へ
ん
よ
ろ
と
ば
し
い
こ
と
で
、
と
ん
C

と
も
ス
ポ
ー
ツ
一
祭
を
通
じ
て
、
よ
り
多

く
の
か
た
が
た
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
羽
交
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
①
優
勝
②
二
位
の
問

ひ
ら
く
も

江
戸
'
時
代
の
全
国
の
各
潜
は
、
お

の
お
の
封
鎖
的
で
独
立
問
の
集
ま
り
一

の
よ
う
で
、
互
い
に
そ
の
境
を
き
び

し
く
し
、
番
所
を
設
り
て
人
馬
の
往

来
や
物
資
の
流
通
を
改
め
、
わ
ず
か

の
交
流
も
す
べ
て
番
所
を
辿
じ
て
行

な
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。

平
地
議
所

も
こ
の
よ
う
一
「

E
P
ゃん門

j
lノ

i
J「
A
ノ

A
4
1
z

な
理
由
で
設

け
ら
れ
た
宇
和
島
領
と
大
川
領
を
治

し
た
宇
和
島
務
の
番
所
で
し
た
。

約
百
メ
ー
ト
ル
を
へ
だ
て
た
大
川
蒋

の
関
谷
番
所
と
は
、
野
田
川
を
は
さ

ん
で
対
叫
し
、
川
の
中
に
は
矢
来
(

や
ら
い
)
を
立
て
て
互
い
に
警
戒
を

怠
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
地
の
古
書
]

マ
表
札
を
は
っ
き
り
と
・
'

年
末
年
始
に
か
け
て
、
郵
便
物
や

届
け
物
の
配
達
が
ふ
え
ま
す
。
大
半

が
ア
ル
バ
イ
ト
の
へ
か
配
達
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

お
宅
の
茨
札
の
文
字
は
、
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
か
。
性
だ
け
で
、
名

前
が
書
い
て
な
い
表
札
が
案
外
多
い

よ
ラ
フ
で
す
。
町
名
地
番
も
は
っ
き
り

と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
一
つ

マ
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
協
力
し

ま
し
ょ
う

冷
い
し
わ
す
の
岡
山
に
さ
ら
さ
れ
、

不
十
干
な
生
活
Jr送
っ
て
い
る
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
せ
め
て
、
年

末
年
始
を
少
し
で
も
明
る
く
過
と
す

よ
う
、
こ
の
運
動
に
協
力
し
ま
し
ょ

う。マ
年
間
以
状
の
一
扱
い

十
五
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
。
ぉ

引
く
。
お
宅
の
ポ
札
は
?
で
き
れ

ば
泳
族
会
員
の
名
前
も
入
れ
て
お
い
一

て

く

だ

さ

い

。

一

マ
お
歳
暮
と
ク
リ
ス
マ
ス
の
一
贈
物
・
一

日
。
ろ
お
約
一
話
に
な
っ
て
い
る
人
一

た
ち
ゃ
親
し
い
友
人
な
ど
へ
の
贈
物
一

で
す
が
、
結
局
は
心
を
こ
め
た
も
の
一

と

い

う

こ

と

で

す

。

一


